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／
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プ
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権
の
展
開

　
　
　
　
　
― 「
空
白
の
四
年
間
」
の
あ
と
で

ロ
シ
ア
軍
の
人
員
充
足
体
制
は
な
ぜ
破
綻
し
な
い
の
か

　
― 

そ
し
て
、
本
当
に
し
な
い
の
か
？
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空
白
の
四
年
間

2
0
2
5
年
1
月
に
発
足
し
た
第

二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
考
察
す
る
際
、

2
0
1
7
年
か
ら
21
年
ま
で
の
第
一
次
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
参
考
に
な
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る

教
訓
も
重
要
で
あ
る
。
政
策
の
方
向
性
や

政
策
決
定
の
方
法
に
お
い
て
も
、
当
然
な

が
ら
類
似
性
が
大
き
い
。

た
だ
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
。
通
常
第
二
期
政
権
は
第

一
期
と
時
間
的
に
接
続
・
連
続
し
て
い

る
が
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の
場
合
、

一
度
落
選
し
一
期
だ
け
の
大
統
領
（one-

term
 President

）
と
な
っ
た
後
、
4
年
後

に
再
選
さ
れ
て
大
統
領
職
に
復
帰
し
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
史
で
は

１
８
９
２
年
に
再
選
を
果
た
し
た
グ
ロ
ー

ヴ
ァ
ー
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
以
来
の
こ
と

で
あ
る
（
通
常
は
連
続
し
て
い
る
た
め
第
一
期
・

第
二
期
政
権
と
表
現
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
空
白

期
を
挟
む
た
め
敢
え
て
第
一
次
・
第
二
次
政
権
と

表
記
す
る
）。

ト
ラ
ン
プ
が
野
に
あ
っ
た
2
0
2
1
年

1
月
か
ら
25
年
1
月
ま
で
の
4
年
間
に
、

久
　
保
　
文
　
明

第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
展
開

　
　
― 「
空
白
の
四
年
間
」
の
あ
と
で

防
衛
大
学
校
長
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

の
政
策
に
つ
い
て
の
理
解
度
・
習
熟
度
で

は
、
第
一
次
政
権
（
1
8
8
5
–8
9
年
）
と

第
二
次
政
権
（
1
8
9
3
-9
7
年
）
で
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
隔
た
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い

え
よ
う
。
4
年
の
空
白
期
を
経
験
し
た
大

統
領
は
前
述
二
人
以
外
に
存
在
せ
ず
、
一

般
化
に
は
馴
染
ま
な
い
も
の
の
、
こ
れ
は

第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
理
解
に
は
重
要

な
視
点
で
あ
ろ
う
。

４
年
の
時
差

か
り
に
ト
ラ
ン
プ
が
2
0
2
0
年
大
統

領
選
挙
で
勝
利
し
て
い
れ
ば
、
内
政
で
は

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
が
、
外
交
で
は
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
へ
の
対
応
が

最
大
の
課
題
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ト
ラ

ン
プ
自
身
は
、
自
分
が
大
統
領
で
あ
れ
ば

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
起
き

な
か
っ
た
と
主
張
し
た
（
こ
の
真
偽
に
つ
い

罪
人
（
f
e
l
o
n
）
と
な
っ
た
こ
と
も
指

摘
で
き
る
。
ト
ラ
ン
プ
は
そ
れ
に
強
く
反

発
し
、
連
邦
捜
査
局
（
F
B
I
）
を
中
心

と
す
る
連
邦
司
法
省
に
対
す
る
報
復
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
強
め
た
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
場
合
に

も
、
同
じ
論
点
は
一
部
存
在
す
る
。
4
年

の
空
白
の
間
、
状
況
は
変
化
し
た
。
南
北

に
割
れ
る
与
党
民
主
党
に
い
な
が
ら
、
彼

は
北
部
民
主
党
の
金
融
界
を
基
盤
に
し
て

お
り
、
関
税
引
き
下
げ
と
銀
本
位
制
に
反

対
し
た
。
た
だ
し
、
第
二
次
政
権
に
お
い

て
は
西
部
と
南
部
の
農
民
運
動
が
台
頭

し
、
結
果
的
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ニ
ン

グ
ズ
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
支
持
す
る
西
部
小

農
民
が
民
主
党
の
主
導
権
を
奪
取
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
大
統
領

に
も
当
然
一
期
目
に
つ
い
て
の
反
省
や
心

残
り
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

彼
自
身
の
政
策
目
標
や
、
大
統
領
と
し
て

コ
ロ
ナ
禍
の
さ
ら
な
る
拡
大
と
終
息
、
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
勃
発
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
闘
な
ど
重
要
事
件

が
介
在
し
た
の
と
同
時
に
、
ト
ラ
ン
プ
自

身
も
第
一
次
政
権
に
つ
い
て
反
省
・
再
検

討
を
行
う
時
間
を
も
っ
た
。
ま
た
ト
ラ
ン

プ
再
選
の
時
点
で
初
当
選
の
時
か
ら
す
で

に
8
年
が
経
過
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
政
治

地
図
も
無
視
で
き
な
い
形
で
大
き
く
塗
り

替
え
ら
れ
た
。

4
年
に
及
ぶ
大
統
領
職
の
空
白
か
つ
野

党
暮
ら
し
が
介
在
す
る
こ
と
自
体
、
大
き

な
政
治
的
意
味
を
持
つ
。
当
然
政
治
状
況

は
大
き
く
変
容
す
る
。
4
年
間
に
起
き
た

こ
と
の
意
味
は
当
然
大
き
い
。
か
つ
特
殊

ト
ラ
ン
プ
的
要
因
と
し
て
、
4
年
間
の
在

野
生
活
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ト
ラ
ン
プ
は
連
邦
政
府
お
よ
び
州
政
府
の

捜
査
機
関
の
調
査
の
対
象
と
な
り
、
被
告

人
に
、
そ
し
て
あ
る
裁
判
の
判
決
で
は
重
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は
じ
め
に

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争

は
、
本
稿
執
筆
時
点
で
3
年
9
カ
月
に
及

ぼ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
戦
争

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ソ
連
／
ロ
シ

ア
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
巨

大
な
消
耗
戦
争
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
独
立
系
メ
デ
ィ
ア
「
メ
デ
ィ

ア
ゾ
ー
ナ
」
と
英
国
の
公
共
放
送
B
B
C

が
共
同
で
実
施
し
て
い
る
調
査
に
よ
る

と
、
2
0
2
5
年
11
月
ま
で
に
身
元
の
判

明
し
た
戦
死
者
は
約
14
万
5
0
0
0
人
で

あ
り
、
調
査
で
補
足
で
き
な
か
っ
た
暗
数

を
含
め
て
約
22
万
人
に
な
る
と
見
ら
れ
て

い
る
。
重
傷
者
の
数
が
そ
の
3
-4
倍
程

度
と
す
る
と
、
死
傷
者
は
1
0
0
万
人
か

ら
1
2
0
万
人
に
達
す
る
だ
ろ
う
。

2
0
2
3
年
の
バ
フ
ム
ト
攻
防
戦
や

2
0
2
4
年
の
ア
ウ
デ
ィ
ー
ウ
カ
攻
防
戦

で
典
型
的
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア

軍
は
自
殺
的
な
突
撃
や
威
力
偵
察
を
繰
り

返
し
、
大
量
の
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
も

徐
々
に
前
進
し
て
い
く
と
い
う
戦
略
を
採

用
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
が
、
以
上
で
述

べ
た
膨
大
な
戦
死
者
で
あ
り
、
お
そ
ら
く

は
そ
の
数
倍
に
及
ぶ
重
傷
者
で
あ
る
。
ま

た
、
ロ
シ
ア
軍
か
ら
は
作
戦
中
の
行
方
不

明
者
（
M
I
A
）
が
か
な
り
出
て
い
る
と

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授

小
　
泉
　
　
　
悠

ロ
シ
ア
軍
の
人
員
充
足
体
制
は

な
ぜ
破
綻
し
な
い
の
か

　
　
― 
そ
し
て
、
本
当
に
し
な
い
の
か
？

見
ら
れ
、
2
0
2
4
年
12
月
の
ロ
シ
ア
国

防
省
拡
大
幹
部
評
議
会
で
は
、
そ
の
捜
索

と
遺
族
へ
の
支
援
が
重
点
課
題
の
ひ
と
つ

と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
の
自
衛
隊
丸
ご
と
一
個
分
の
死

傷
者
を
毎
年
出
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
戦

争
を
や
め
な
い
ロ
シ
ア
と
は
、
い
っ
た
い

ど
う
い
う
国
な
の
だ
ろ
う
か
。
簡
単
に
答

え
の
出
る
問
い
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
は

そ
の
横
顔
を
描
く
程
度
の
こ
と
を
し
て
み

た
い
。
そ
こ
で
、
問
い
の
ス
ケ
ー
ル
を
少

し
小
さ
く
し
て
、「
ロ
シ
ア
軍
の
人
員
充

足
体
制
は
な
ぜ
破
綻
し
な
い
の
か
」
を
考

く
、
給
与
や
住
宅
補
償
と
い
っ
た
有
形

の
利
益
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
政
府
は
志
願

兵
の
給
与
や
死
傷
時
の
手
当
を
手
厚
く

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
要
求
に
応

え
て
き
た
。

③�　

ロ
シ
ア
に
は
有
形
の
利
益
を
提
供
し

続
け
る
だ
け
の
財
政
的
基
盤
が
存
在
し

た
。
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出
に
よ
る
収

入
が
途
絶
え
な
か
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。

逆
に
言
え
ば
、
以
上
の
条
件
が
崩
れ
る

と
、
ロ
シ
ア
は
「
現
在
と
同
等
の
」
規
模
・

烈
度
で
戦
争
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
ろ
う
。
本
稿
の
後
半
で
は
、
そ
の
よ
う

な
事
態
が
生
じ
る
の
は
い
か
な
る
場
合
で

あ
る
か
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
行
っ
た
。

１　
不
平
等
な
命
の
値
段

ま
ず
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
人
員
充
足
が
不

平
等
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に

小泉悠�（こいずみ・ゆう）�氏
2007年早稲田大学大学院政治

学研究科修了。
外務省国際情報統括官組織専

門分析員、世界経済国際関係研
究所客員研究員、東京大学先端
科学技術研究センター講師などを
経て23年から東京大学先端科学
技術研究センター准教授。

著書『「帝国」ロシアの地政学 
「勢力圏」で読むユーラシア戦略』
東京堂出版2019年（サントリー学
芸賞受賞）、『ウクライナ戦争』筑摩
書房2022年、『オホーツク核要塞』
朝日新聞出版2024年など多数。

え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
論
を
端

的
に
述
べ
る
な
ら
、
次
の
3
点
に
集
約
で

き
よ
う
。

①�　

ロ
シ
ア
軍
の
人
員
充
足
は
全
国
的
に

平
等
な
形
で
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
地
方
・

貧
困
層
・
少
数
民
族
の
い
ず
れ
か
の
属

性
（
あ
る
い
は
そ
の
う
ち
の
複
数
・
全
部
）
を

持
つ
人
々
が
戦
争
を
担
う
と
い
う
不
平

等
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

政
権
は
豊
か
な
都
市
住
民
の
反
発
を
あ

ま
り
気
に
す
る
こ
と
な
く
戦
争
を
遂
行

で
き
て
い
る
。

②�　

以
上
の
属
性
を
持
つ
ロ
シ
ア
国
民

が
重
視
し

て
い
る
の

は
、
名
誉

や
愛
国
心

と
い
っ
た

無
形
の
利

益
で
は
な
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は
じ
め
に
―
高
市
政
権
に
よ

る
安
全
保
障
戦
略
見
直
し
の
開
始

2
0
2
5
年
10
月
に
成
立
し
た
自
民
党

と
日
本
維
新
の
会
に
よ
る
新
た
な
連
立
政

権
の
連
立
合
意
書
は
、
戦
後
最
も
厳
し
く

複
雑
な
国
際
安
全
保
障
環
境
を
乗
り
越
え

る
と
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
戦
略
3
文

書
を
前
倒
し
で
改
定
す
る
旨
を
表
明
し

た
。
抑
止
力
の
強
化
、
組
織
の
効
率
化
、

防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
の
強
化
、
人
的
基

盤
の
強
化
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
施
策
の

方
向
性
も
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
高
市
首
相
は
、
国
会
に
お
け
る

所
信
表
明
演
説
の
中
で
、「
主
体
的
に
防
衛

力
の
抜
本
的
強
化
を
進
め
る
」
た
め
、
防

衛
費
に
関
し
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
に
定

め
る『
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
2
％
水
準
』に
つ
い
て
、

補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
、
今
年
度
中
に
前

倒
し
て
措
置
を
講
ず
る
」こ
と
も
表
明
し
た
。

戦
略
3
文
書
の
う
ち
国
家
安
全
保
障
戦

略
と
国
家
防
衛
戦
略
に
つ
い
て
は
、
概
ね

10
年
の
期
間
を
念
頭
に
置
い
て
策
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
防
衛
力
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、
策
定
か
ら
5
年
後
及
び
概
ね
10

年
後
の
達
成
目
標
が
別
表
で
示
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
防
衛
関
係
費
の
額
を
含
め

詳
細
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
5
年
後
ま

で
で
あ
る
か
ら
、
3
文
書
策
定
か
ら
5
年

と
な
る
2
0
2
7
年
に
は
新
た
な
防
衛
力

平
和
・
安
全
保
障
研
究
所
理
事
長
・
隊
友
会
理
事

德
　
地
　
秀
　
士

激
動
す
る
国
際
秩
序
と

今
後
の
日
本
の
安
全
保
障
政
策

整
備
計
画
の
策
定
が
必
須
と
な
っ
て
い
た
。

事
業
計
画
を
策
定
す
る
際
に
は
、
達
成
す

べ
き
目
標
水
準
だ
け
で
な
く
、
当
該
計
画

の
根
拠
と
な
る
安
全
保
障
戦
略
や
防
衛
戦

略
の
妥
当
性
に
ま
で
議
論
が
及
ぶ
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
か
ら
、
本
来
2
0
2
7
年

に
は
3
文
書
の
見
直
し
は
必
須
で
あ
っ
た
。

今
回
は
そ
れ
を
1
年
前
倒
し
す
る
こ
と
な

る
。
し
か
も
、
2
0
2
7
年
に
防
衛
費
を

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
2
％
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
当

初
の
方
針
を
2
年
前
倒
し
し
、
防
衛
力
整

備
を
急
加
速
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
１
に
、
こ
の
よ

に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
始
ま
っ

て
お
り
、「
今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
明
日

の
東
ア
ジ
ア
」
が
緊
迫
感
を
も
っ
て
語
ら

れ
て
い
た
。
国
家
安
全
保
障
戦
略
は
「
戦

後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に

直
面
し
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
が
、

そ
れ
か
ら
3
年
未
満
の
う
ち
に
更
に
大
き

な
変
化
が
起
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
今
後

の
安
全
保
障
環
境
の
基
調
を
大
き
く
変
え

る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
お
り
、
日
本
の
安

全
保
障
・
防
衛
政
策
に
重
大
な
影
響
を
与

え
か
ね
な
い
。
こ
こ
で
は
次
の
3
点
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

第
1
に
、
ロ
シ
ア
・
中
国
・
北
朝
鮮

の
連
携
が
一
層
強
化
さ
れ
て
い
る
。
中
国

は
、
欧
米
諸
国
に
よ
る
対
ロ
制
裁
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
装
備
品
供
与
を
批
判
す
る
だ

け
で
な
く
、
軍
民
両
用
品
の
移
転
に
よ
り

ロ
シ
ア
の
継
戦
能
力
を
支
え
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
周
辺
で
は
両

德地秀士�（とくち・ひでし）�氏
東京大学法学部卒。タフツ大学

フレッチャースクール修士。1979
年防衛庁入庁。防衛庁防衛局防
衛政策課長、情報本部副本部長、
防衛省北関東防衛局長、運用企
画局長、人事教育局長、経理装
備局長、防衛政策局長などを経て
2015年防衛審議官（初代）を最
後に防衛省退職。その後、中曽
根平和研究所研究顧問、米国笹
川平和財団特別研究員等に就任。
また、2021年から（一般財団法人）
平和・安全保障研究所理事長。

著書『論点解説　日本の安全保
障　防衛基盤の強化と防衛力の持
続可能性を考える』（共著）日本経
済新聞出版、2025年、『年報アジア
の安全保障2025-2026　大国が揺
るがす国際秩序と東アジアの安全保
障』（共著）朝雲新聞社、2025年など。

う
な
切
迫
感
を
も
た
ら
し
た
国
際
情
勢
の

変
化
に
つ
い
て
論
ず
る
。
第
２
に
、
国
際

環
境
の
変
化
と
は
別
に
、
今
の
3
文
書
に

内
在
す
る
再
検
討
が
必
要
な
課
題
を
幾
つ

か
指
摘
す
る
。
最
後
に
、
以
上
を
踏
ま
え

て
今
後
の
日
本
の
国
家
安
全
保
障
・
防
衛

政
策
に
つ
い
て
若
干
の
提
言
を
試
み
る
こ

と
と
し
た
い
。

１　
国
家
安
全
保
障
戦
略
の
見
直

　
　
し
の
必
要
性
に
つ
い
て

　
　
︱ 

国
際
環
境
の
変
化

今
の
3
文
書
が
策
定
さ
れ
と
き
に
は
既
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１　
Ｇ
０
世
界
の
そ
の
先
へ

　　（１）

�

戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保

障
環
境

米
国
の
調
査
会
社
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
グ

ル
ー
プ
は
本
年
１
月
、
2
0
2
5
年
の

10
大
リ
ス
ク
の
筆
頭
に
「
深
ま
る
G
０

の
世
界
の
混
迷
」
を
挙
げ
た
。
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
開
戦
以
来

3
年
9
カ
月
を
超
え
た
。
米
国
を
含
む

N
A
T
O
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る

各
種
兵
器
の
供
給
の
質
と
量
と
タ
イ
ミ
ン

グ
を
調
整
し
つ
つ
、
時
に
は
そ
の
使
用
方

法
ま
で
統
制
し
、
結
果
と
し
て
戦
争
そ
の

も
の
の
長
期
化
を
招
い
た
。
G
7
を
中
心

と
し
た
「
自
由
、
民
主
主
義
、
基
本
的
人

権
、
法
の
支
配
」
と
い
う
普
遍
的
価
値
は
、

そ
の
中
核
た
る
米
国
が
、
こ
れ
ら
の
普
遍

的
価
値
を
否
定
す
る
国
家
群
に
も
自
国
の

利
益
の
た
め
に
は
、
こ
れ
を
追
認
す
る
と

い
っ
た
振
る
舞
い
に
よ
り
、「
力
に
よ
る

現
状
変
更
」
を
許
容
す
る
と
も
解
さ
れ
る

状
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
さ
に
、
普
遍

的
価
値
を
堅
持
し
保
護
す
る
、
強
く
正
し

い
米
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
影
を
潜
め
、

G
0
の
世
界
へ
突
入
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

一
方
で
、
こ
の
3
年
9
カ
月
に
わ
た

元
陸
上
総
隊
司
令
官
・
陸
将

高
　
田
　
克
　
樹

陸
上
防
衛
力
の
こ
れ
ま
で
、

　
　
　
そ
し
て
こ
れ
か
ら

る
戦
争
の
間
、
歴
史
的
に
見
て
も
最
も

強
固
な
結
束
を
見
せ
て
い
る
の
が
、
ロ

シ
ア
、
中
国
、
北
朝
鮮
、
イ
ラ
ン
の

い
わ
ゆ
る
枢
軸
の
結
束
・
連
帯
で
あ

る
。
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
呼
応
し
て
北
朝

鮮
は
1
万
人
以
上
の
戦
闘
員
を
派
出
し
、

8
0
0
万
発
以
上
の
砲
弾
を
供
与
し
、

イ
ラ
ン
は
ロ
シ
ア
の
使
用
す
る
無
人
機

の
6
割
を
供
給
し
、
中
国
は
、
戦
闘
装

備
品
に
使
用
す
る
半
導
体
を
第
3
国
経

由
で
大
量
に
輸
出
し
、
ロ
シ
ア
の
経
済

的
生
命
線
と
も
言
え
る
原
油
等
の
大
量

の
輸
入
を
継
続
し
て
い
る
。

鳥
島
近
海
で
大
規
模
な
展
開
訓
練
を
行

い
、
そ
の
発
着
艦
数
は
両
艦
合
わ
せ
て

実
に
8
7
0
回
に
も
及
ん
で
い
る
。
6

月
７
・
8
の
両
日
に
は
、
海
上
自
衛
隊

の
P
3
C
に
対
し
対
空
ミ
サ
イ
ル
を
搭

載
し
た
J
–
15
が
異
常
接
近
し
た
り
、

正
面
を
横
切
る
等
通
常
で
は
考
え
に
く

い
飛
行
を
行
っ
た
。
更
に
、
中
国
は
3

隻
目
と
な
る
空
母
「
福
建
」
を
建
造

し
、
米
国
空
母
し
か
実
運
用
状
態
に
な

い
電
磁
カ
タ
パ
ル
ト
を
使
用
し
て
の
試

験
を
本
年
9
月
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、

2
0
3
0
年
ま
で
の
核
弾
頭
数
の
倍
増

（
約
1
0
0
0
発
）
を
目
標
に
核
抑
止
の
態

勢
も
整
え
つ
つ
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
、
北
朝
鮮
の
戦
闘
員
や
砲
弾

等
の
供
与
へ
の
見
返
り
と
し
て
、
衛
星
技

術
を
は
じ
め
と
す
る
軍
事
技
術
を
供
与
し

て
い
る
と
の
報
道
も
あ
る
。
ま
た
、
北
極

海
に
向
か
う
ベ
ー
リ
ン
グ
海
周
辺
で
は
、

高田克樹�（たかだ・かつき）�氏
1985年 防 衛 大 学 校（29期、

電気工学専攻）卒業後、陸上自
衛隊入隊。

第71戦車連隊長、富士学校機
甲科部長、陸幕人事部長、同防
衛部長、第2師団長、陸幕副長、
東部方面総監などを経て2020年
陸上総隊司令官を最期に退官。

こ
の
様
な
中
、
我
が
国
周
辺
で
は
、

北
朝
鮮
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
以
降
の

2
0
2
2
年
以
来
、1
0
7
回（
10
月
末
現
在
）

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発
射
を
繰
り
返
し
、

昨
年
に
は
変
則
軌
道
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
あ

る
新
型
の
K
N
-23
等
迎
撃
が
困
難
と
言

わ
れ
る
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
も
試
み
て
い
る
。

中
国
は
、
海
空
軍
兵
力
を
中
心
と
し

て
、
特
に
2
0
2
2
年
以
降
、
中
国
海

軍
の
空
母
が
我
が
国
の
南
西
諸
島
（
第
1

列
島
線
）
の
東
側
で
展
開
し
、
2
0
2
4

年
に
は
グ
ア
ム
近
海
で
の
空
母
に
よ
る

発
着
艦
訓
練
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
本
年
5
月
下
旬
か

ら
6
月
中
旬
に
か
け
て
、

「
遼
寧
」、「
山
東
」
の
2

隻
の
空
母
が
随
伴
艦
を

伴
い
、
第
1
列
島
線
の

東
側
並
び
に
第
2
列
島

線
の
東
側
に
あ
た
る
南
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は
じ
め
に

令
和
７
年
７
月
30
日
、
防
衛
省
は
、「
我

が
国
が
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保

障
環
境
に
直
面
す
る
現
在
、
隙
の
な
い
我

が
国
の
防
衛
態
勢
を
維
持
す
る
上
で
、
観

閲
式
、
観
艦
式
及
び
航
空
観
閲
式
を
実
施

す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
至
っ
て
い
る
」

と
し
て
、「
今
後
そ
の
安
全
保
障
環
境
が

大
き
く
変
化
し
な
い
限
り
観
閲
式
等
を
実

施
し
な
い
」
と
発
表
し
ま
し
た
（
出
典
：

防
衛
省
W
e
b
ペ
ー
ジ
）。

そ
の
う
ち
、
海
上
自
衛
隊
が
実
施
し
て

い
る
観
艦
式
は
、
シ
ッ
プ
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

な
ど
、
隊
員
の
技
量
向
上
に
つ
な
が
る
だ

け
で
は
な
く
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
募

集
難
の
こ
の
ご
時
世
に
お
い
て
、
極
め
て

大
き
な
広
報
効
果
を
持
つ
大
人
気
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
読
者
の

皆
さ
ん
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
取
り
や

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

現
場
部
隊
を
経
験
し
、
そ
の
苦
労
や
重

圧
の
一
端
を
知
る
者
の
一
人
と
し
て
は
、

「
自
衛
隊
は
こ
こ
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
た

か
」
と
い
う
思
い
が
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
私
は
、「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
第
63
号
」

に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
が
主

元
海
自
補
給
本
部
長
・
海
将

中
　
畑
　
康
　
樹

海
上
防
衛

～
「
警
戒
監
視
行
動
（
仮
称
）」
の
創
設 

～

体
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
る
団
体
の
一
つ
で

あ
る
公
益
財
団
法
人
水
交
会
（
以
下
、「
水

交
会
」
と
い
い
ま
す
。）
研
究
委
員
会
の
政
策

提
言
担
当
と
し
て
、
私
が
直
接
関
与
し
て

き
た
、
令
和
５
年
度
・
令
和
６
年
度
の
政

策
提
言
の
う
ち
、
海
上
防
衛
に
係
る
事
項

を
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
言
い

き
れ
て
い
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
、
そ
の

根
底
に
あ
る
、
海
上
防
衛
に
関
し
て
目
指

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
で
き

る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
申
し
述
べ
る
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
当
該
政
策
提

言
を
活
用
す
る
も
の
の
、
こ
れ
は
あ
く
ま

に
関
連
す
る
内
容
も
含
め
た
法
制
見
直
し

や
任
務
化
す
べ
き
事
項
、
各
種
体
制
や
装

備
品
及
び
人
的
基
盤
に
至
る
抜
本
的
な
防

衛
力
強
化
に
あ
た
っ
て
の
諸
課
題
の
解
決

に
資
す
る
」（
出
典
：
隊
友
会
w
e
b
ペ
ー
ジ
）

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
政
策
提
言
の
多
く
が
、

令
和
４
年
末
に
策
定
さ
れ
た
先
述
の
戦
略

三
文
書
に
反
映
さ
れ
た
ほ
か
、
自
衛
隊
の

活
動
基
盤
や
関
係
法
令
に
つ
い
て
は
逐
次

見
直
さ
れ
、
改
善
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す

（
政
策
提
言
の
本
文
は
、
隊
友
会
w
e
b
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。
な
お
、
令
和
７
年
度
の
政
策

提
言
に
つ
い
て
は
、
本
稿
執
筆
時
ま
だ
公
開
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
）。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
水
交
会
は
一
貫
し

て
海
洋
安
全
保
障
、
な
か
ん
ず
く
海
上
防

衛
に
関
す
る
項
目
を
重
点
的
に
掘
り
下

げ
、
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
時
の
権
限

強
化
や
警
戒
監
視
の
任
務
化
な
ど
を
提
言

中畑康樹�（なかはた・やすき）�氏
1986年防衛大学校（30期電

気工学専攻）卒業後、海上自衛
隊入隊。

第4護衛隊司令、指揮通信シス
テム運用課長、第3護衛群司令、
練習艦隊司令官、防衛監察本部
監察官、海自第1術学校長、統
合幕僚監部運用部長などを経て
2021年海自補給本部長を最後に
退官。

で
私
個
人
の
見
解
で
あ
り
、
水
交
会
や
そ

の
他
の
団
体
の
公
式
見
解
で
は
な
い
こ
と

を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

１　
海
上
防
衛
に
係
る
令
和
５
年

　
　
度・令
和
６
年
度
の
政
策
提
言

水
交
会
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
公

益
社
団
法
人
隊
友
会
（
以
下
、「
隊
友
会
」
と

言
い
ま
す
。）、
公
益
財
団
法
人
陸
修
偕
行
社
、

及
び
航
空
自
衛
隊
退
職
者
の
団
体
で
あ
る

つ
ば
さ
会
と
共
に
４
団
体
合
同
で
政
策
提

言
を
作
成
し
て
お
り
、
令
和
７
年
度
で
10

年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
政
策
提
言
は
、

「
わ
が
国
の
安
全
保

障
に
係
る
本
質
的
な

提
言
を
は
じ
め
と
し

て
、
戦
略
三
文
書（
国

家
安
全
保
障
戦
略
、
国

家
防
衛
戦
略
及
び
防
衛

力
整
備
計
画
：
筆
者
註
）
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わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が

厳
し
さ
を
増
す
中
で
3
年
前
に
策
定
さ
れ

た
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
略
三
文
書
」
で
は
、

防
衛
力
を
抜
本
的
に
強
化
し
て
い
く
と
い

う
国
と
し
て
の
意
思
が
明
示
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
に
保
有
し
て
こ
な
か
っ
た
ス
タ
ン
ド
・

オ
フ
防
衛
能
力
や
領
域
横
断
作
戦
能
力
等

に
係
る
体
制
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

中
で
も
わ
が
国
へ
の
侵
攻
を
抑
止
す
る
た

め
に
重
要
な
の
は
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防

衛
能
力
を
活
用
し
た
反
撃
能
力
の
保
有
で

あ
る
。
わ
が
国
周
辺
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等

の
脅
威
は
確
実
に
増
大
し
、
既
存
の
防
衛

体
制
に
対
す
る
挑
戦
が
続
い
て
お
り
、
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
開
始
前
に
攻
撃
能
力
を
排
除

す
る
こ
と
は
軍
事
的
合
理
性
が
あ
り
、
防

衛
作
戦
と
し
て
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
防
衛
能
力
の
抜
本
的
強
化
に

よ
り
わ
が
国
へ
の
侵
略
に
対
す
る
抑
止
力

向
上
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の
た

め
に
は
防
衛
力
の
実
効
性
を
担
保
す
る
こ

と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
、
イ
ラ

ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
で
は
、
ミ
サ
イ
ル

等
に
よ
る
攻
撃
が
現
実
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
航
空
侵
攻
を
阻
止
し

て
は
い
る
も
の
の
、
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
攻

撃
を
抑
え
き
れ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
イ

ス
ラ
エ
ル
は
防
衛
作
戦
当
初
の
短
期
間
の

内
に
、
大
規
模
で
烈
度
の
高
い
イ
ラ
ン
か

元
航
空
総
隊
司
令
官
・
空
将

武
　
藤
　
茂
　
樹

現
代
戦
の
教
訓
を
通
じ
た

わ
が
国
の
航
空
宇
宙
に
係
る

防
衛
力
整
備
の
方
向
性

ら
の
ミ
サ
イ
ル
等
に
よ
る
報
復
攻
撃
を
阻

止
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
は

ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
お
け
る
対
照
的
な
事
例

で
あ
り
、
作
戦
環
境
等
の
相
違
を
考
慮
す

る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
両
事
例
を
比
較

す
る
こ
と
で
ミ
サ
イ
ル
防
衛
を
含
め
た
航

空
作
戦
の
あ
り
方
に
つ
い
て
多
く
の
教
訓

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
の
現
代
の
戦
争
か
ら
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

わ
が
国
が
進
め
て
い
る
防
衛
力
整
備
の
課

題
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
航
空
・
宇

宙
防
衛
力
の
抑
止
力
及
び
対
処
力
を
高
め

る
た
め
の
更
な
る
体
制
強
化
の
方
向
性
に

航
空
優
勢
が
統
合
作
戦
に
も
た
ら
す
「
攻

撃
の
自
由
」
と
「
攻
撃
か
ら
の
自
由
」
と

い
う
利
点
が
無
い
た
め
、
地
上
戦
闘
は
消

耗
戦
と
な
り
戦
局
は
長
期
戦
と
化
し
て
い

る
。
つ
ま
り
膠
着
状
態
を
打
開
す
る
有
力

な
方
策
と
し
て
、
統
合
作
戦
の
主
眼
で
あ

る
航
空
優
勢
を
獲
得
す
る
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
防
空
部
隊
は

地
対
空
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
活
躍
に
よ
り
ロ

シ
ア
軍
の
航
空
侵
攻
を
阻
止
し
て
は
い
る

も
の
の
、
緒
戦
で
固
定
式
の
警
戒
管
制

レ
ー
ダ
ー
等
が
ほ
ぼ
全
滅
し
て
お
り
、
固

定
式
装
備
の
脆
弱
性
が
あ
ら
た
め
て
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
戦
争
で

は
使
用
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
第
5
世
代

戦
闘
機
や
H
G
V
な
ど
は
、
既
存
の
レ
ー

ダ
ー
に
よ
る
警
戒
監
視
能
力
を
弱
体
化
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い

武藤茂樹�（むとう・しげき）�氏
1984年 防 衛 大 学 校（28期、

航空工学専攻）卒業後、航空自
衛隊入隊。戦闘機操縦士として各
部隊を勤務。2004年に米空軍大
学、修士課程修了、12年にハー
バード大学ケネディースクール国家
安全保障シニアエグゼクティブ課
程を履修後、空幕人事教育部長、
統幕運用部長、南西航空方面隊
司令官、航空総隊副司令官を経
て、19年に航空総隊司令官を最
後に退官。

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

事
例
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
米
国
戦

争
研
究
所
、
ミ
ッ
テ
ル
研
究
所
、
R
U
S
I

お
よ
び
C
S
I
S
の
提
供
す
る
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
教
訓
の
導
出
を
実
施
し
た
。

１　
航
空
防
衛
力
の
役
割
と
課
題

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
の
防
空
戦
力
が
、
圧
倒
的
に
優
勢
な
ロ

シ
ア
軍
の
航
空
侵
攻
を
阻
止
す
る
こ
と
に

よ
り
航
空
優
勢
を
与
え
ず
、
侵
攻
開
始
か

ら
3
年
を
超
え
て
も
な
お
地
上
戦
闘
の
前

線
一
帯
で
は
航

空
均
衡
（
双
方

が
航
空
優
勢
を
取

れ
な
い
状
態
）
が

続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
航

空
均
衡
で
は
、
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は
じ
め
に

P
F
A
S
は
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

総
称
で
、
水
や
油
を
は
じ
き
、
安
定
で
分

解
し
に
く
く
、
熱
に
強
い
物
質
で
す
。
泡

消
火
剤
や
防
水
加
工
の
ほ
か
、
半
導
体
や

自
動
車
の
製
造
工
程
に
使
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
自
然
界
で
分
解
せ
ず
、
水
や
土

の
中
に
長
く
残
り
ま
す
。
日
本
で
は
当

初
P
F
A
S
問
題
は
米
軍
や
自
衛
隊
施

設
の
周
辺
で
検
出
さ
れ
、
そ
の
汚
染
源
は

化
学
工
場
、
半
導
体
製
造
工
場
、
車
・
機

械
製
造
工
場
周
辺
地
域
等
、
全
国
的
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
人
体
へ
の
有
害
性
が
指

摘
さ
れ
る
P
F
A
S
に
よ
る
水
道
水
や

水
源
の
汚
染
も
各
地
で
見
つ
か
り
、
住
民

の
不
安
が
高
ま
り
、
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
P
F
A
S

に
つ
い
て
の
解
説
と
と
も
に
在
日
米
軍

や
自
衛
隊
の
施
設
を
含
め
全
国
的
に
広

が
っ
た
汚
染
の
現
状
、
健
康
へ
の
影
響
、

P
F
A
S
の
浄
水
処
理
の
現
状
、
新
規

処
理
法
に
つ
い
て
概
説
し
ま
す
。

１　
残
留
性
有
機
汚
染
物
質

　
　
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ （P

ersistent 

　
　

O
rganic P

ollutants

））

化
学
物
質
の
中
に
は
、
環
境
中
で
分
解

さ
れ
に
く
く
、
人
や
野
生
生
物
な
ど
の
体

特
定
非
営
利
活
動
法
人
N
B
C
R
対
策
推
進
機
構
理
事
長
　
防
衛
医
科
大
学
校
名
誉
教
授

石
　
原
　
雅
　
之

今
問
題
に
な
って
い
る

P
F
A
S
汚
染
と
そ
の
対
策

内
に
蓄
積
し
や
す
く
、
地
球
上
で
長
距
離

を
移
動
し
て
遠
い
国
の
環
境
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
、
一
旦
環
境
中
に
排

出
さ
れ
る
と
私
達
の
体
に
有
害
な
影
響
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
21

世
紀
に
入
り
、
先
進
国
を
中
心
に
厳
格
な

化
学
物
質
の
排
出
規
制
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
目
に
見
え
る
よ
う
な
有
害
物

質
に
よ
る
公
害
汚
染
は
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
環
境
ホ
ル
モ

ン
と
呼
ば
れ
る
残
留
性
有
機
汚
染
物
質

（
P
O
P
s
）
の
汚
染
が
地
球
的
規
模
で
拡

大
し
て
い
ま
す
。

こ
と
で
地
上
に
降
下
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
加
え
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、

波
に
も
ま
れ
、
直
径
5
㎜
以
下
の
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
な
り
、
P
O
P
s

を
含
ん
だ
様
々
な
有
害
化
学
物
質
を
含
ん

で
世
界
中
の
海
に
拡
散
さ
せ
ま
す
。
こ

れ
ら
を
繰
り
返
し
て
、
熱
帯
や
亜
熱
帯
、

温
暖
な
地
域
で
環
境
中
に
排
出
さ
れ
た

P
O
P
s
が
、
長
距
離
を
移
動
し
て
、

地
球
全
体
に
広
範
囲
に
移
動
・
拡
散
す
る

の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
P
O
P
s
が

地
球
上
で
長
距
離
を
移
動
す
る
こ
と
か
ら
、

P
O
P
s
を
こ
れ
ま
で
に
製
造
・
使
用

し
た
こ
と
が
な
い
地
域
で
も
P
O
P
s

に
よ
る
汚
染
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
で
あ
る
P
C
B
（
ポ

リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
を
製
造
し
た
こ
と
も

使
用
し
た
こ
と
も
な
い
ア
ラ
ス
カ
な
ど
に

住
む
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
人
た
ち
の
血
液
か
ら

も
P
C
B
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

石原雅之�（いしはら・まさゆき）�氏
1979年 防 衛 大 学 校（23期、

応用化学専攻）卒業後、陸上自
衛隊入隊。1983年海外留学生
としてUniversity of Illinois at 
Urbana-Champaign 入 学（ 理
学博士取得）、防衛医科大学校・
防衛医学研究センター医療工学研
究部門助教授、同教授（工学博
士取得）、首都大学東京を経て、
2021年防衛医科大学校定年退官

（名誉教授）。現在特定非営利活
動法人NBCR対策推進機構理事
長、一般社団法人日本CBRNE
学会専務理事

P
O
P
s
は
生
物
に
蓄
積
し
や
す
い

た
め
、
環
境
中
に
存
在
す
る
量
が
少
な
く

て
も
、
食
物
連
鎖
に
よ
る
生
物
濃
縮
に

よ
っ
て
高
次
の
捕
食
者
の
体
内
に
高
い
濃

度
で
蓄
積
し
て
し
ま
う
の
で
、
生
体
に
悪

い
影
響
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
P
O
P
s
は
大
気
や
海
流
に

乗
っ
て
移
動
し
た
り
、
渡
り
鳥
な
ど
の
移

動
性
の
生
物
に
取
り
込
ま
れ
て
共
に
移
動

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
製
造
・
使
用
し
て

い
な
い
遠
く
離
れ
た
場
所
に
も
運
ば
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
発
生
・
使
用
時
に
飛
散
し

た
り
、
揮
発
し
た
り
し
て
空
気
中
に
拡
散

し
た
も
の

が
、
大
気

の
流
れ
に

乗
っ
て
移

動
し
、
冷

た
い
空
気

に
触
れ
る
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１　

は
じ
め
に

元
陸
上
自
衛
隊
医
官
、
現
在
は
耳
鼻
咽

喉
科
専
門
医
と
し
て
地
域
医
療
の
最
前
線

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。 

現
役
時
代
、
演

習
場
で
の
野
営
や
陣
地
構
築
に
お
い
て
、

容
赦
な
く
降
り
注
ぐ
ス
ギ
花
粉
の
中
、
鼻

水
で
す
す
け
た
顔
を
拭
う
こ
と
も
で
き
ず

に
任
務
を
遂
行
し
た
記
憶
は
、
皆
様
も
共

有
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

か
つ
て
は
「
気
合
い
で
耐
え
る
も
の
」

と
精
神
論
で
片
付
け
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
ス

ギ
花
粉
症
で
す
が
、
現
代
医
学
に
お
い
て

そ
の
認
識
は
一
変
し
ま
し
た
。
欧
米
で
は

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
「
目
に
見
え
な
い
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
国
内
に
お
け
る
花
粉
症
に
よ
る
経
済

損
失
は
、
1
日
あ
た
り
約
2
，
3
0
0
億

円
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
労
働

生
産
性
の
低
下
、
集
中
力
の
欠
如
、
判
断

ミ
ス
に
よ
る
事
故
な
ど
、
社
会
全
体
に
対

す
る
甚
大
な
損
害
で
す
。
自
衛
隊
O
B

と
し
て
、
退
官
後
も
地
域
社
会
や
職
場
で

活
躍
さ
れ
る
皆
様
に
と
っ
て
、
自
身
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
化
し
、
健
康
と
い

う
資
産
を
守
る
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
重

　
医
療
法
人
社
団 

玉
翠
会　
喜
平
橋
耳
鼻
咽
喉
科
院
長

村　
川　
哲　
也

自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
た
め
の

「
戦
略
的
ス
ギ
花
粉
症
対
策
」

～ 

元
陸
自
医
官
が
教
え
る
最
新
医
学
に
よ
る
防
御
・
制
圧
・
根
治
の
全
手
順 

～

序　章

春
の
脅
威
に
対
す
る
状
況

認
識
と
作
戦
目
的

要
な
「
任
務
」
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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ス
ギ
花
粉
症
と
い
う
敵
に
対
し
、
以
下

の
3
段
階
の
作
戦
を
遂
行
し
、
完
全
な
る

制
圧
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

・�

第
1
段
階
（
防
御
）：
物
理
的
障
壁
に

よ
り
敵
の
侵
入
を
阻
止
す
る
。

・�

第
2
段
階
（
制
圧
）：
薬
物
療
法
に
よ

り
症
状
を
無
力
化
す
る
。

・�

第
3
段
階
（
根
治
）：
免
疫
療
法
に
よ

り
体
質
そ
の
も
の
を
改
善
し
、
恒
久
的

な
平
和
を
勝
ち
取
る
。

年
に
は
29
・
8
％
で
し
た
が
、
2
0
1
9
年

に
は
49
・
2
％
と
、
国
民
の
約
半
数
が
何

ら
か
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
を
抱
え
て
い
ま

す
。
特
に
ス
ギ
花
粉
症
に
限
れ
ば
、
10
代

の
有
病
率
は
49
・
5
％
、働
き
盛
り
の
40
代
・

50
代
で
も
40
％
後
半
と
い
う
高
い
数
値
を
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図１：1998、2008、2019年における
　年齢層別スギ花粉症有病率(⽇本⿐科学会)

ま
ず
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を
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と
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始
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す
。
ア
レ
ル
ギ
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性
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率
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年
々
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一
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。
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と
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状
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